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令和元年度事業計画 

 

 

＜要 旨＞ 

 
 「伝えよう日本の心プロジェクト」を本格的に始動する。日本列島クリーン大作戦は、全国で

一番早い青森県本部「春のクリーン大作戦」を皮切りに、順次全国各地で開催される。あいさつ

運動も新聞、WEB サイトを通じて取り組み希望が相次ぎ、広がりを見せている。 

 東京では、オリンピックに向けて競技場や選手村、駅、道路などの建設・整備が急ピッチで進

められているが、何よりも大切なのは選手や観光客をあたたかく迎える私たちの心である。50 数

年にわたり運動を通じて培ってきた親切でおもいやりあふれる日本の心を、国内外に発信してい

きたい。 

 

 

【令和元年度運動方針】 

日本の美風の「蘇生」と「新生」 

 

【令和元年度重点活動】 

伝えよう、日本の心プロジェクト 

 

 

公益目的事業 1 「小さな親切」運動を通じて国民の心身の健全な発達と豊かな人間性を涵養 
 

１．「小さな親切」実行章贈呈事業 

 アンケートを継続 

実行章受章者へのアンケートを引き続き行い、受章の感想やその後の変化を調査すると

共に、運動との接点をつくり協力者になってもらうよう働きかける。 

 実行章バッジ（有料）の統一 

実行章バッジを大人・子供兼用の１種に統一。バッジデザインは、従来の大人用を流用

し、使用開始日は、４月 25 日発表（第 667 回）からとする。 

価格 150 円（送料別） 

 賞状の表記 

個人用賞状・団体用賞状ともに、年月日表記を「令和元年●月●日」に統一する。 

★「伝えよう、日本の心プロジェクト」事業として展開 

海外との交流、外国人に親切にしたことが受章事由である個人、団体に特別バッジを

贈呈する（４月 25 日発表から） 

特別バッジ（寄贈用）5,000 個 
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［要 項］ 

          推 薦 方 法 専用フォーム、はがき、封書、FAX、メール等いずれも可 
            ※エクセルの推薦フォーマット有 

           親切実行者：個人 ／氏名、住所、年齢(職業)、実行内容 

                  団体 ／団体名、代表者氏名、住所、人数、実行内容 

           推 薦 者：氏名、住所、TEL 

          推薦締切り 毎月 25 日。土日の場合は翌週月曜日 

     受 章 決 定 実行章選考委員会 

     受 章 発 表 推薦締切日の翌月 25 日 

           実行章（賞状）は、発表にあわせて推薦者の希望先(地域組織、学校、 

受章者宅等)へ送付 
           ※実行章贈呈式にあわせて、月日の変更や早送りを行う。 

 

２．第４４回「小さな親切」作文コンクール 

〇 「小さな親切」実行章を贈呈 

第二次審査で選外となった作文の中から、親切を実行し、かつ審査員の胸を打った

作品を選び、これを書いた児童生徒に、「小さな親切」実行章を贈呈する。 

★「伝えよう、日本の心プロジェクト」事業として展開。 

１）特別テーマを設け、海外の方との交流体験を募る。 

２）「東京 2020 応援プログラム」認証を受け、東京 2020 応援マークを入れて作製。 

ポスター4,700 部   要項 8,000 部 

 

［要 項］ 

後 援 内閣府  文部科学省  NHK 毎日新聞社  

テ ー マ 「小さな親切」 

特別テーマ 世界との出会い ～ありがとう、どういたしまして～ 

対 象 小学生・中学生（小中学生と同年齢のものを含む） 

 賞   入賞・入選  130 名 

               内訳  内閣総理大臣賞１名 

文部科学大臣賞１名 

「小さな親切」運動本部賞２名（小中学生各 １名） 

特別優秀賞６名              (小中学生各 ３名) 

優秀賞 20 名        （小中学生各 10 名） 

入選 100 名         （小中学生各 50 名） 

副 賞 メダル、電波時計、文房具等 

要項・入賞発表 毎日新聞 ・教育新聞・情報誌『小さな親切』・WEB サイト 

応 募 方 法   

１）400 字詰め原稿用紙３枚（本文のみで 1,200 字）以内。題名・氏名（ふりがな）・学年・

性別・学校名・学校住所を明記する。地域組織・学校でまとめて応募する場合は、

応募添付書に学校名と住所を記入するのみで可。 

２）地域組織・学校でまとめて応募する場合は、必ず選考した上で、上位作品（コンク
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ール開催地域は賞名を明記）を運動本部へ郵送。 

締 め 切 り 令和元年  9 月 20 日(金)必着 

審 査 会 令和元年 10 月 21 日（月）予定 
        ※審査手順：第１次審査、第２次審査、作文審査員審査会 

表 彰 式 令和元年 11 月 23 日(土) 全国表彰式席上 

 

 

３．青少年すこやか育成事業  ＜（公財）JKA 補助事業＞ 

〇 プログラム及び教材「おはなしメリーゴーランド」を完成し、保育または教育現場で取

り組んでもらう。 

〇 声優による紙芝居上演は、当該年度より行わない。 

 

［要 項］ 

１）小学校向けプログラム 

①紙芝居『まつりのひ』を用いた授業の実施 

   講師 馬場喜久雄（全国小学校道徳教育研究会顧問） 

      宮島 盛隆（白百合女子大学講師) 

②工作ワークショップ 

   講師 有賀 忍（板絵画家・江戸川大学こどもコミュニケーション学科客員教授） 

２）幼児教育プログラム「おはなしメリーゴーランド」 

プログラム及び教材「おはなしメリーゴーランド」を完成し、保育または教育現場

で取り組んでもらう。 

３）専用サイトを活用した教育活動 

 

 

４．みんなつながろ トモダチ作戦 

★「伝えよう、日本の心プロジェクト」事業として展開。 

「東京 2020 応援プログラム」の認証を受け、東京 2020 応援マークを入れて作製。 

 のぼり 1,500 枚 ・ たすき 2,000 枚 

［要 項］ 

１）あいさつ推進グッズの提供 

たすき・のぼり・ポスターを無料提供 

※1 団体につきのぼり 3 枚・たすき 10 枚・ポスター4 枚 

   配布予定数  200 団体 

２）活動事例の紹介 

   情報誌『小さな親切』、WEB サイト 
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５．ことばの魔法プロジェクト  

第３５回「小さな親切」はがきキャンペーン 

★「伝えよう、日本の心プロジェクト」事業として展開。 

１）特別テーマを設け、海外の方との交流体験を募る。 

２）「東京 2020 応援プログラム」認証を受け、東京 2020 応援マークを入れて作製。

応募要項チラシ 約 10,000 部 

 

［要 項］ 

後 援 日本郵便株式会社   読売新聞社 

テ ー マ 心から伝えたい“ありがとう” 

特別テーマ 世界との出会い ～ありがとう、どういたしまして～ 

対 象 子どもから大人まで 

応 募 方 法 はがき及び専用フォーム、メールで応募（いずれも 600 字以内） 

タイトル、住所、TEL、氏名、年齢、職業を明記 

 賞   入賞・入選者 25 名 

            内訳  大賞     １名 

日本郵便賞  １名 

読売新聞社賞１名 

審査員特別賞１～２名 

入 選    20 名 

副 賞 上位賞：切手帳・図書カード・高級文具 

  入 選：図書カード・書籍・文具 

要項・入賞発表 ４月 17 日(水)付読売新聞 

５月９日(木)、８月９日(金)付公募ガイド 

情報誌『小さな親切』、WEB サイト等 

締 め 切 り 令和元年 9 月 6 日(金) 当日消印有効 

審 査 会 令和元年 10 月 3 日(木) 予定 

表 彰 式 令和元年 11 月 23 日(土) 全国表彰式席上 

 

 

６．令和元年度「小さな親切」運動全国表彰式 

［要 項］ 

後 援 内閣府 文部科学省 NHK 
と き 令和元年 11 月 23 日(土) 12：30～15：30  

と こ ろ 東京・霞が関ビル 35 階 東海大学校友会館 

参 加 者約 300 名 

プログラム  ／司会 NHK アナウンサー 

＜第１部＞   表  彰  内閣官房長官賞 

         「小さな親切」運動大賞 

「小さな親切」運動賞（団体の部・個人の部） 

         「小さな親切」実行章 

         第 35 回はがきキャンペーン 
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         第 44 回作文コンクール 

          作文朗読   作文コンクール大臣賞２作品 

＜第２部＞      賛助出演 未定 

［表彰者の推薦と決定］ 

      賞      ・内閣官房長官賞       ５名予定 

             ・「小さな親切」運動大賞   １団体 

        ・「小さな親切」運動賞（団体の部・個人の部） 5 名予定 

依 頼 方 法 ４月、事務局通信で道府県本部、市町村支部に推薦を依頼 

締 切 り 令和元年７月 19 日(金） 

表 彰 決 定 令和元年９月 ６日(金） 第 40 回理事会 

        ※内閣官房長官賞は内閣府への推薦候補者の決定で、本決定は内閣府より

10 月中旬頃を予定 

 

 

７．『小さな親切』誌の刊行  ＜(一財)日本宝くじ協会助成事業＞ 

〇 「伝えよう、日本の心プロジェクト」を中心に、日本のおもてなしの心や、親切を数

多く紙面で紹介する。 

 

季 刊 発 行 年４回（春号５月・夏号 8 月・秋号 11 月・新春号１月)  

発 行 部 数 １回あたり約 33,000 部   年間延べ 132,000 部 

 

 

８．地域の輪・和・環プロジェクト 

○ 地域組織が自主的に行う車椅子寄贈活動のサポートを行う。 

○ 車椅子発注先：A2Z（東京都・ピジョンタヒラ代理店） 

［要 項］ 

種 類 ＵＳＧ－１（アルミ製） 

 シートカラー：ブルー 

 自走式／介助ブレーキ（ドラム式）付／背折れタイプ 

 キャスター6×22 インチ／座幅 40cm／前座高 43.5cm 

 全長 98cm／全幅 65cm／全高 86.5cm／重量 12 ㎏ 

価 格 ①ＵＳＧ－１ 17,500 円 予定（メーカー希望小売価格 65,000 円） 

 ②プレート  2,000 円 希望組織のみ 

展 開 方 法 ①４月購入希望（台数及びプレートの有無）のアンケートを実施 

  ②購入台数を集計し、６月下旬に中央本部から A2Z に発注 

発 送 期 間 10 月 1 日～31 日の期間に、A2Z より指定の寄贈先に発送 

代金請求と入金 中央本部から 11 月に請求し、12 月 20 日（金）までに入金 

 

 

 



6 

９．日本列島クリーン大作戦（37 回目） 

〇 活動報告書 

ごみ袋の配布数の根拠となる活動報告書の提出を必須とする。なお、雨天等で中止の

場合も提出してもらう。 

〇 ごみ袋 

可燃、不燃共通のごみ袋活用に変更する。 

★「伝えよう、日本の心プロジェクト」事業として展開。 

「東京 2020 応援プログラム」認証を受け、東京 2020 応援マークを入れて作製。 

のぼり 2,100 枚  ポスター5,000 枚 

 

［要 項］ 

後 援 内閣府、文部科学省、総務省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、 

  環境省、警察庁 

協 賛 コカ・コーラ協会、（公社）食品容器環境美化協会、 

  ｽﾁｰﾙ缶ﾘｻｲｸﾙ協会、(公財)日本環境協会、日本石鹸洗剤工業会 

スローガン 美しい日本、美しい心 

期 間 平成 31 年４月１日 ～ 令和２年２月 29 日 

ご み 袋 156,200 袋 
内訳／可燃用・不燃用共通 30ℓ：86,000 袋  

 手提 12ℓ：70,200 袋 

 

 

10．日本列島コスモス作戦（31 回目） ＜協力：タキイ種苗（株）＞ 
○ コスモスの種子袋および種子（㎗・ℓ）とミニヒマワリおよびヒマワリの種子袋の

斡旋 

 
［要 項］ 

発 注 数 ①コスモス種子袋 32,975 袋 

コスモス種子（㎗・ℓ） 101 ㎗ ・33 ℓ 

②ミニヒマワリ種子袋 63,295 袋 

③ヒマワリ種子袋 2,375 袋 

価 格 ①コスモス種子袋 １袋 12 円 

ミニヒマワリ種子袋 １袋 12 円 

ヒマワリ種子袋 １袋 12 円 

  ②コスモス種子（㎗・ℓ） １㎗ 540 円 ・１ℓ 5,346 円 

発 送 ４月初旬 

代金請求と入金   中央本部から 4 月に請求し、5 月末日までに入金。 

 

 

11．使用済み切手等寄贈 

協力者氏名を WEB サイトに掲載 

   [寄贈先 ３団体]   

   ・使用済み切手       （公財）ジョイセフ ・（公社）日本キリスト教医療協力会 
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      ・使用済みプリペイドカード   特定非営利活動法人日本国際ボランティアセンター 

 

 

12．伝えよう、日本の心プロジェクト（東京 2020 応援プログラム認証事業） 

〇 既存５事業を気持ちも新たに全国展開することで、日本人の親切心、思いやりを世界

の人に知ってもらう機会とする。 

〇 各地の活動を、積極的に読売新聞をはじめ地方紙に取り上げてもらえるよう情報発信

し、広く「小さな親切」運動の目的と意義を知らしめる。 

 

 

13．その他 

１）各地域の親切運動支援 

〇 地方活動助成費の交付 ／令和元年 6 月交付予定  

総額 8,381,000 円 

〇 全国地方本部事務局長会議 

と き：令和 2 年 2 月 14 日（金）予定 

と こ ろ：ベルサール飯田橋駅前 ２階会議室  

〇 地域組織の各種会合への講師派遣、会議出席等 

２）各種パンフレット、ポスター等の作製 

〇 基本資料  基本ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・三つ折りﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・八か条カード・実行章ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 

〇 作品集（第 44 回作文コンクール＆第 35 回はがきキャンペーン合併版）3,500 部 

〇 会員証（個人、団体、学校）、法人会員楯、会員バッジほか 

 

 

収 益 事 業  

１．はがきキャンペーン作品の書籍化 

河出書房新社の単行本の発行は、当該年度は計画されていないが、より一般に興味を持

ってもらえるものにすべく、今後の書籍の方向性や編集方法について、検討を行う。 

 

２．「小さな親切」運動グッズの販売 

○ 会員及び地域組織が運動 PR 用にボールペン、不織布バッグを使用する場合は、

特別価格にて販売する。 

○ 地域組織はクリアファイルの送料のみ負担。なお、使用数には上限あり。 

ボールペン ＠100 円（PR 用販売価格 ＠60 円） 

クリアファイル  ＠50 円（地域組織は送料のみ負担＜年初のみ＞） 

不織布バッグ ＠200 円（PR 用販売価格 ＠180 円） 

※会員には割引を行い、会員特典を設定した。 
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そ の 他 事 業  

１．総会・役員会 

１）第９回社員総会 

令和元年 6 月７日(金）14：00～15：30 ／ベルサール飯田橋駅前 

２）理事会   ３回開催予定 

東京オリンピック・パラリンピック準備委員会 ３回予定 

 

２．「小さな親切」運動本部特任推進委員の委嘱 

特任推進委員を拡大し、地域における親切運動を牽引していただく。 

 

３．エコキャップ収集運動 

地域組織の自主事業として展開。 

 

４．心の国際交流 

地域組織の自主事業として展開。 

 

 

広 報 活 動  

１．WEB サイト等による情報発信 

公式 WEB サイト、Facebook、YouTube、Twitter、Instagram 等を通じて、地域組織

の活動等リアルタイムの情報を全国に発信していく。 

 

２．メディアへの情報提供 

活動レポート、ニュースレターの発信 

地域組織の活動を紹介する「活動レポート」を作成してメディアに送付し、地域組織イ

ベントの取材等につなげる。 

 

 

寄 附 

会員の有無を問わず、広く「小さな親切」運動への理解を深め、「小さな親切」運動及び各種

事業から選択した事業への寄附を呼びかける。 

 

 

見舞金 

大規模な災害に際し、適宜見舞金の募集を行い、被災地に贈る。 


